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メ. 4 區ダ 



それがし しゅくもう そろ みょうげ いんでん 

某 儀 明日 年来の 宿望 相 達し 候て、 妙 解院殿 (松 向 

寺 殿) 御 墓前に おいて 首尾よく 切腹いた し 候 事と 相 成 

てんまつ 

リ候。 しかれば 子孫の ため 事の 顚末 書き残しお きたく、 

京都なる 弟 又次郎 宅に おいて 筆 を 取り 候。 

それがし そ ふ おきつ うひょうえ かげみち もうし そろ えいしょう 

某 祖父 は興津 右兵衛 景 通と 申 候。 永 正 十 一 (十 

する がの くに おき つ いまが わじぶ たいふ 

七) 年 駿河国 興津に 生れ、 今 川 治 部大輔 殿に 仕え、 同 

きょみ せき え い ろく 

国 清 見が 関に 住居いた し 候。 永禄 三年 五月 二十日 今 川 

じんぼう そろ かげみち おとも 

殿陣亡 遊ばされ 候 時、 景通も 御供いた し 候。 年齢 四十 

ほうみょう せんざん そうきゅう こじ 

一歳に 候。 法名 は 千 山宗及 居士と 申 候。 

さい はち そろ ちち 

父才八 は永禄 元年 出生 候て、 三 歳に して 怙を 失い、 

母の 手に 養育いた され 候て 人と 成リ 候。 壮年に 及びて 



や ごえもん かげかず な の はり まの くに 

弥 五右衛門 景ー と名告 り、 母の 族なる 播磨 国の 人 

佐 野 官十郎 方に 寄 居いた しおり 候。 さて その 縁故 を 

あかまつ さひょうえ のかみ てんしょう 

もって 赤松 左 兵衛督 殿に 仕え、 天 正 九 年 千 石 を 給わ 

ち J つつく こ あ. P 

リ候。 十三 年 四月 赤松 殿 阿波 国 を 併せ 領 せられ 候に 及 

びて、 景 一は 三百 石 を 加増せられ、 阿波 郡 代と なり、 

同国 鼎 津に 住居いた し、 慶 長の 初まで 勤続いた し 候。 

慶長五 年 七月 赤松 殿 石 田 三 成に 荷担いた され、 丹 波 国 

おのぎ ぬいの すけ たんごの くにた なべの しろ 

なる 小 野 木 縫 殿 介と ともに 丹 後 国 田 辺 城 を 攻められ 候 _ 

しょうこ うじ さんさ いただお きこう おんたて こも 

当時 田 辺 城に は 松 向寺 殿 三 斎 忠興公 御 立籠り 遊ばされ 

そろ うえす きかげ か つ 

おり 候と ころ、 神 君 上 杉 景勝 を 討た せ 給う により、 三 

斎 公 も 随従 遊ばされ、 跡に は 泰勝院 殿 幽斎藤 孝 公 御 



兄 九 郎兵衛 一 友は景 一 が 嫡子に して、 父に つきて 

豊前 へ 参り、 慶長 十七 年 三 斎 公に 召し いだされ、 

おんつ ぎづ とめおお せ とざま づ とめ 

御 次 勤 仰 つけられ、 後 病気に より 外様 勤と 相 成り 候。 

おんだい しま ばらせめ 

妙解院 殿の 御代に 至り、 寛 永 十四 年 冬 島 原攻の 御供い 

たし、 翌 十五 年 二月 二十 七日 兼 田弥ー 右衛門と ともに、 

せめくち 

御 当家 攻 口の 一番 乗と 名告 り、 海に 臨める 城壁の 上に 

ぎしんえ いりゅう こじ もうし そろ 

て陣 亡いた し 候。 法名 を 義心 英立 居士と 申 候。 

それがし ぶんろ く 

某 は 文禄四 (三) 年景 一が 二 男に 生れ、 幼名 才助 

と 申 候。 七 歳の 時 父に つきて 豊前国 小 倉へ 参り、 慶長 

十七 年 十九 歳に て 三 斎 公に 召しいだ され 候。 元 和 七 年 

三 斎 公致 仕 遊ばされ 候 時、 父 も 剃髪いた し 候えば、 某 



なりと も 乗り取り 申すべく、 あの 首 を 取れと 仰せられ 

候 わば、 鬼神な りと も 討ち果たし 申すべく と 同じく、 

珍ら し き 品 を 求め 参れ と 仰せられ 候えば、 この 上な き 

名物 を 求めん 所存な り、 主命た る 以上 は、 人倫の 道に 

ちと 

悖り 候 事 は 格別、 その 事柄に 立 入り 候 批判が ましき 儀 

あざわら 

は 無用な りと 申 候。 横 田い よいよ 嘲笑いて、 お 手前と 

ちと 

て も その 通り道に 俘り たる 事 はせ ぬと 申さる るに あら 

ず や、 これが 武具な どならば、 大金に 代う とも 惜し か 

あた ヽ 

らじ、 香木に 不相応なる 価，" をいだ さんと せらる る は 

若輩の 心得ち がいな りと 申 候。 某 申 候 は、 武具と 香 

たいしょう いんでん 

木との 相違 は 某 若輩ながら 心得 居る、 泰勝院 殿の 



天下に 比類な き 所なら ず や、 茶 儀 は 無用の 虚礼な りと 

さいし すべ 

申さば、 国家の 大礼、 先祖の 祭祀 も 総て 虚礼なる べし、 

われら たび 

我等 こ の 度 仰 を 受けた る は 茶 事に 御用に 立 つ ベ き 珍ら 

ほ， R 

しき 品 を 求む る 外 他事な し、 これが 主命 なれば、 身命 

に 懸けても 果さ では 相 成らず、 貴殿が 香木に 大金 を 出 

そろ ゆえ 

す 事 不相応な りと 思され 候 は、 その 道の 御 心得な き 故、 

一 徹に 左様 思わる るな らんと 申 候。 横 田 聞き も 果てず、 

ぶへん もの 

いかにも 某 は 茶 事の 心得な し、 一 徹 なる 武辺 者な り、 

諸芸に 堪能なる お 手前の 表芸が 見た しと 申す や 否や、 

わきざし 

つと 立ち上がり、 脇差 を 抜きて 投げつ け 候。 某 は 身 を 

よ ちがいだな 

かわして 避け、 刀 は 違棚 の 下なる 刀掛に 掛け ありし 故、 



ただおき おき たま そろよう 

御名 忠 興の 興の 字 を 賜わり、 沖 津を興 津と相 改め 候 様 

御沙汰 有 之 候。 

これより 二 年 目、 寛 永 三年 九月 六日 主上 ニ条の 

御城 へ 行幸 遊ばされ 妙 解院殿 へ かの 名香 を 御所 望 有 之 

すなわち これ を 献ぜら るる、 主上 數感 有りて 「たぐ ひ 

たれ すゑに ほ 

ありと 誰か はい はむ 末匀ふ 秋より 後の しら 菊の花」 と 

申す 古歌の 心に て、 白菊と 名附 けさせ 給 由 承り 候。 

かしこ こうむ 

某が 買い求め 候 香木、 畏くも 至尊の 御 賞美 を 被り、 

ほまれ ぎ 

御 当家の 誉 と 相 成リ候 事、 存じ 寄らざる 儀と 存じ、 落 

涙 事に！ K。 

その後 某 は 御先 代 妙解院 殿よりも 出 格の 御 引 立 を 



いしい びん ごのかみ よしむら そろ じっこん 

石井備 後守吉 村が 子に 候。 介錯 は 入魂の 山伏の 由に 候。 

それがし ら みきき そろ うらや 

某 はこれ 等の 事 を 見聞 候に つけ、 いかにも 羨ま 

ぎよ-つ た そ-つら 

しく 技癢に 堪えず 候 えど も、 江戸 詰 御 留守居の 御用 

残りお り、 他人に は 始末 相 成りが たく、 空しく 月日の 

立つ に 任せ 候。 然ると ころ 松 向寺 殿御 遺骸 は 八 代なる 

泰勝院 にて 荼毗 せられし に、 御 遺言に より、 去年 正月 

十一 日 泰勝院 専誉御 遺骨 を 京都へ 護送いた し 候。 御供 

ながお かかわち かげの り かくさく ざえ もん いえ つぐ 

に は 長 岡 河内 景則、 加 来 作 左 衛門家 次、 山 田 三 右衛門、 

佐 方 源 左 衛門秀 信、 吉田兼 庵 相 立ち 候。 二十四日に は 

むらさきの だいとく じ こうとう いん 

一 同 京都に 着し、 紫 野 大徳 寺 中高 桐 院に御 納骨いた し 

候。 御 生前に おいて 同 寺 g 巌 和尚に 御 約束 有 之 候 趣に 



さて 今年 御用 相片 づき 候えば、 御 当代に 宿望 言上 い 

たし 候に、 已 みがた き 某が 志 を 御 聞 届け 遊ば され 候 〔# 

ルビの 「そろ」 は 底本で は 「それ」 r 十月 二十 九日 朝 

おんいと まごい おん ふるまい おんて 

御 暇 乞 に 参り、 御 振舞に 預り、 御手ず から 御茶 を 下さ 

ひきでもの もん ふた かさね たま 

れ、 引出物と して 九 曜の紋 赤 裏の 小袖 一 一 襲 を 賜わり 候 _ 

はやしげ き つかわ 

退出 候 後、 林 外 記 殿、 藤 崎 作 左 衛門殿 を 御 使と して 遣 

され 後々 の 事 心配 致す まじき 旨 仰せられ、 御 歌 を 下さ 

れ、 又 京都へ 参らば、 万事 古 橋 小左衛 門と 相談して 執 

ねんごろ ほった かがの かみ 

り 行えと 懇 に 仰せられ 候。 その外 堀 田 加賀守 殿、 

&葉能 登 守 殿 も 御 歌 を 下され 候。 十 一 月 二日 江戸 出立 



藁 筵 三千 八 百 枚 余 を 敷き詰め、 仮屋の 内に は 畳 一 枚 

を 敷き、 上に 白 布 を 覆い 有 之 候 由に 候。 いかにも 晴が 

ましく 候て、 心苦しく 候え ども、 これ また 主命 なれば 

是非な く 候。 立 も は 御 当代の 御名 代 谷 内蔵 之 允 殿、 御 

家老 長 岡 与八郎 殿、 同 半 左衛門 殿に て、 大徳 寺 清巌実 

堂 和尚 も 臨場せられ 候。 悴才 右衛門 も 参るべく 候。 

介錯 はかね て 乃 美 巿郎兵 衛勝嘉 殿に 頼みお き 候。 

ほうみょう こほう ふはく そろ ^しょう 

某 法名 は 孤峰 不 白と 自選いた し 候。 身 不肖ながら 

見苦しき 最期 も 致す まじく 存じお り 候。 

この 遺書 は悴才 右衛門 宛に いたしお き 候えば、 子々 

あいった たいしたて まつり 

孫々 相伝え、 某が 志 を 継ぎ、 御 当家に 奉 対 、 忠誠 



o 右兵衛 



^丑 右衝 

門景 I 



—九 S 兵 衛 I £ 

— 0饬 五 右 ieM 景吉 I 才 右衛門 I 貞 

—作 太夫 景行 I 弥五 太夫 

-四郎 右 * 門景時 IE 郎 兵^ 

—八 助， ii 

I PA 次 邸 I 市 S 左衛門 



作 右衛門 |*_| 四郎 右衛門 I 宇 平 次 IS^WT 



弥 五 右 *鬥| 弥忠 太— 九郎次 I 九郎兵 衝| 栄 *« 



才右 W 門 lis 五右衛門 



そう や いぬおうもの じょうず 

才 右衛門の 二 男で、 後宗 也と 改名し、 犬追物が 上手で 

あった。 明治 三年に 番士 にせられ ていた。 

弥 五右衛門 景吉 の父景 一 〔# ルビの 「かげかず」 は 底本 

では 「かげ かす 匕 に は 男子が 六 人 あ つ て、 長男が 九郎兵 

かすと も 

衛 一友で、 二 男が 景吉 であった。 三男 半 三郎は 後作 太 

かげゆき な の 

夫景 行と 名告 つていた が、 慶 安五 年に 病死した。 その 

子弥 五太 夫が 寛 文 十 一 年に 病死して 家が 絶えた。 景 一 

の 四 男 忠太は 後四郎 右衛門 景 時と 名 告 つた。 元 和 元年 

大阪 夏の陣に、 三 斎 公に 従って 武功 を 立てた が、 行賞 

の 時 思う 旨が あると 云って 辞退した ので 追放せられ た。 

いせのく に かめ やま い 

それから 寺 本 氏に 改めて、 伊勢 国 亀 山に 住って、 



ほんだ しもう さ のかみ としつ ぐ さかのした 

本 多 下 総 守 俊 次に 仕えた。 次いで 坂 下、 関、 亀 山三箇 

ぶぎょう 

所の 奉行に せられた。 寛 政 (永) 十四 年の 冬、 島 原の 

乱に 西 国の 諸侯が 江戸から 急いで 帰る 時、 細 川 

えつち ゆうの かみつな とし うえもんのすけ みつゆき 

越 中 守 綱 利 と 黒 田 右衛門佐 光之と が 同日に 江戸 を 

立った。 東海道に 掛かる と、 人馬が 不足した。 光之 は 

一 日 だけ 先へ 乗り越した。 この 時 寺 本四郎 右衛門 〔# 

「四郎 右衛門」 は 底本で は 「四 郎兵衛 匕 が 京都に いる 弟 又 

次 郎の金 を 七百両 借りて、 坂 下、 関、 亀 山 三 箇所の 人 

馬 を 買い 締めて、 山の 中に 隠して 置いた。 さて 綱 利の 

到着す るの を 待ち受けて、 その 人馬 を 出した ので、 綱 

利 は 土 山水 口の 駅で 光之 を 乗り越した。 綱 利 は 喜んで、 



後に 江戸に いた 四郎 右衛門の 二 男 四 郎兵衛 を 召し抱え 

た。 四 郎兵衛 の 嫡子 作 右衛門 は 五 人 扶持 二十 石 を 給 

ちゅうこしょう 

わって、 中小 姓 組に 加わって、 元禄 四 年に 病死した。 

のぼる のぶの り 

作 右衛門の 子 登 は 越 中 守 宣紀に 任用せられ、 役 料 共 

宅 ねた 力 

七 百 石 を 給わって、 越 中守宗 孝の 代に 用人 を 勤めて い 

たが、 元 文 三年に 致仕した。 登の 子四郎 右衛門 〔# 「四 

ものぶ きょう もの ぶぎ よ う 

郎 右衛門」 は 底本で は 「四 郎兵衛 匕 は 物 奉行 を 〔# 「物 奉行 

ものぶ ぎょう 

を」 は 底本で は 「物 奉 作 を 匕 勤めて いるう ちに、 寛延三 

年に 旨に 忤 つて 知行 宅地 を 没収 せられた。 その子 

宇 平 太 は 始め 越 中 守 重 賢の 給仕 を 勤め、 後に 

なかつ かさたい ふ はると し きんじゅ ぎさく だか 

中 務大輔 治 年の 近習に なって、 擬作高 百 五十石 を 給 
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